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令和5年第2回定例 

夕張市議会会議録 

令和5年6月8日(木曜日) 

午後6時30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（8名） 

    德 谷 康 憲 君 

    荒 井 周 司 君 

    工 藤 政 則 君 

    君 島 孝 夫 君 

    櫻 井   暁 君 

    千 葉   勝 君 

高 間 澄 子 君 

    大 山 修 二 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（0名） 

――――――――――――――――――――――― 

   午後６時３０分 開議 

●議長 大山修二君  これより、令和5年第2回

定例夕張市議会第2日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  本日の出席議員は8名、全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第125条の規定により 

   櫻井議員 

   千葉議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  ここで、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 佐藤浩一君  報告いたします。 

 本定例市議会に出席を求めた説明員の一覧につき

ましては、先に報告のとおりであります。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      厚 谷   司 君 

 教育長     小 林 広 明 君 

 選挙管理委員会委員長 

         柳 沼 伸 幸 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

 監査委員    西 田 洋 二 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 副市長     本 間 和 彦 君 

 総務課長    芝 木 誠 二 君 

 地域振興課長  菊 田 大 介 君 

 財政課長    板 垣 克 巳 君 

 税務課長    秋 山 俊 輔 君 

 建設課長    押野見 正 浩 君 

 土本水道課長  阿 部 充 雅 君 

 上下水道担当課長 

         小 峰 健 一 君 

 市民課長    芝 木 誠 二 君 

 保健福祉課長  鈴 木 茂 徳 君 

 生活福祉課長兼福祉事務所長 

         平 塚 浩 一 君 

 消防長     石 黒 友 幹 君 

 消防次長    千 葉 恭 久 君 

◎教育委員会教育長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育課長    堀   靖 樹 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    芝 木 誠 二 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    中 川 雅 俊 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    佐 藤 浩 一 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    佐 藤 浩 一 君 
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 書記      山 下 倫 弘 君 

 書記      佐 藤 由 貴 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  日程第 1、これより昨日に

引き続き、一般質問を行います。 

 本日の質問者は、櫻井議員、工藤議員であります。 

 それでは、櫻井議員の質問を許します。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君（登壇）  日本共産党の櫻井暁です。

私は、4月に実施されました市議選挙におきまして、

無投票ではありますが、初当選することができまし

た。ご支援をいただいた皆様に感謝申し上げます。

現在の市政運営はどうしても困難なことがあろうか

と思いますが、財政再生団体からの脱却後の夕張市

の姿を想像力を持って考え、市民の皆さんとともに

よりよい市政の発展のために力を尽くして参ります。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、通告に従いまして、3 件 6 点質問いたしま

す。 

 1件目、学校給食についてです。 

 要旨の（1）学校給食費の無償化についてお伺いい

たします。 

 現在、道内40市町村が小・中学校ともに学校給食

の無償化を実現しており、国による異次元の少子化

対策においても給食費無償化が盛り込まれていく方

向性もあり、議論すべき大きな課題と考えています。 

 日本国憲法第 26 条第 2 項に、全て国民は法律の

定めるところにより、その保護する子女に普通教育

を受けさせる義務を負う。義務教育はこれを無償と

すると明記されていますが、全国的に授業料以外の

ドリル、通学かばん、給食費などは個人負担となっ

ています。文部科学省の学校給食調査によると、保

護者が負担する給食費の月額は、小学校で約 4,300

円、中学校で約4,900円と決して安くない金額とな

っています。民間企業でのアンケート調査でも、無

償化すべきが56%、一部負担すべきが24％、すべき

ではないが12%となっており、子育て支援、少子化対

策の一環として肯定する意見が多く見られました。 

 そこで、定住や移住の観点からも子育て世代には

重要なものと考えますが、市長のご所見を伺います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の学校給食費の無

償化についてのご質問にお答えをいたします。 

 給食費につきましては、これまでも世界的な物流

の停滞、原油価格の高騰、鳥インフルエンザなどの

影響によります物価高騰のため、給食費による収入

だけでは適正な給食の提供に必要な食材の購入が難

しくなっており、献立を工夫するなどで対応してい

る、そのように伺っております。 

 また、コロナウイルス感染症の交付金を財源に、

保護者には新たな負担を求めず対策を講じてきたと

ころでございます。 

 今後、給食費の無償化につきましては、子育て政

策全体の中で検討したいと考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ご答弁ありがとうございます。 

 先日、中学校から配付されました保護者向け事務

だよりには「給食費無償化の話」と題してこのよう

に書かれていました。夕張市近隣市町村の学校事務

職員で構成されている団体の調査によると、南幌町

が町内産の米・パン・麺を無料としていたり、栗山

町や由仁町は農協の寄付によって安くなったりして

います。また、このたびの新型コロナウイルス感染

症対策の交付金により、夕張小・中学校においても

令和4年度末に給食費の軽減がありました。栗山町

はこれにより令和2年度2学期から令和4年度末、

3学期まで無償化が実現。2023年の6月に政府が発

表する「骨太の方針」では、給食費の無償化につい
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て何かしらの発表がある可能性が高いとのことです。

いつかは夕張市の給食費が無償化されることを期待

し注目していますとありました。これは保護者全体

が目にしています。 

 産炭地では、美唄市、歌志内市が小・中学校無償、

三笠市は小学校のみ無償、ほかに第2、3子以降や中

学生分を無償にするなどの軽減策を用意している自

治体もあります。一度ではなく段階的にでも、その

いつかが少しでも早く実施されることを要望し、ご

検討をお願いいたします。 

 次に、2 件目の学校のトイレへの生理用品の設置

について伺います。 

 今年度から、全ての道立学校でトイレに生理用品

を置くことがスタートしました。夕張高校でも、現

在配備されているとお聞きしました。コロナ禍では

「生理の貧困」という言葉が使われていましたが、

現在は「生理の尊厳」という表現がスタンダードに

なっています。これは人間の生理現象のための対応

であり、トイレットペーパーと同じ扱いをするのが

人権を尊重したごく普通の措置であると考えます。 

 小・中学校での生理用品の設置について、市長予

定候補への公開質問状において、生理用品の学校ト

イレへの配備は令和5年度に設置すべく対応したい

との回答があったことから、いつからどのように行

うのか、現在の検討状況と今後の対応について伺い

ます。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの櫻井議員の学校

のトイレへの生理用品設置についてのご質問にお答

えをいたします。 

 現在、生理用品の設置に向けまして、小・中学校

の理解の下、準備を進めているところでございます。

設置の時期につきましては、現段階では明言できま

せんが、準備が整い次第、まずは試験的に実施をし、

小・中学校の先生の負担や限られました予算の中で、

本来購入するべきものに影響がないかなどをしっか

り検討した上で、本格的に実施をしたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  前向きなご検討をいただき、あり

がとうございます 

 ここからは要望としての発言ですが、夕張高校生

に聞いてみたところ、トイレには置いてあるけれど

も掃除用具のロッカーにあって使いにくい。また、

個室に一時的に置く棚がないので床に置いたりして

いるとのお話が出ていました。このように効果のあ

る設置とは思えません。 

 生理周期は人それぞれで、小・中学生でしたらな

おのこと定まらず、突発的に起こって戸惑うことが

ほとんどです。そのようなときにでもすぐに対応が

できるように、女子トイレの各個室に、そして手の

届く場所に置いていただきたいと思います。 

 先日、娘から、こんな便利なのがあるよと見せら

れた画像には、トイレットペーパーのように巻かれ

たアメリカ発のロール式生理用品がありました。デ

ィスペンサーに取り付けられることができるもので

す。使いやすい製品の研究がされていることに驚き

ました。 

 そこまでは行かなくても、クリアファイルを粘着

テープで壁に固定してケースとして使ったり、100円

ショップの籠を取り付けたりなど、各市町村で工夫

している例を参考にできると考えます。補充に関し

ても、夕張の生徒に聞きましたら、掃除当番に合わ

せてできると思うと話していました。 

 また、無償で使うだけではなく、逆に誰かのため

に置いていくことも尊重し、それを促すメッセージ

を貼り付けて継続的なシステムを導入しているとこ

ろもあります。 

 どちらにしても、担当者や教員の負担にならない

ような方法を生徒も含めて考えることが大切です。

そして、体の仕組みや片づけのマナーなども一緒に

プリントにして掲示を合わせていくことで教育の機

会にもなります。ぜひ教育の一環として子どもたち

も生理用品設置を担えるような環境づくりを強く求
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めます。 

 続きまして、3 件目の夕張高校魅力化事業につい

て伺います。 

 要旨の1点目、市外からの生徒の受入れについて

お聞きします。 

 3 月の予算審査の回答では、地域と学校が連携し

て課題解決を行うための有効な施策を担う地域プロ

ジェクトマネージャーの採用を目指し、また、既存

の施設などを活用した下宿やホームステイでの受入

れを検討しているとありますが、体制の進捗状況と

今後の展望について伺います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の地域プロジェク

トマネージャーの採用及び既存の施設等を活用した

下宿やホームステイでの受入体制の進捗状況と今後

の展望に関するご質問にお答えをいたします。 

 地域プロジェクトマネージャーは専門性を有する

人材の選定でありますことから、令和4年度内での

採用には至らず、現在、令和5年4月に再度採用支

援業務委託契約、こちらを締結をし選定業務を進め

ております。委託業者におきましては、複数の企業

や地域プロジェクトマネージャー養成講座の修了生

など、各方面に対する調整を行いながら面談等を実

施しておりますが、現段階では採用には至っており

ません。 

 地域プロジェクトマネージャーは夕張市の考えに

即したよりよい人材を採用することが重要と考えて

おりますので、引き続き委託業者と連携をしながら

早期採用を目指して参ります。 

 また、市外生徒の受入れにつきましては、現在、

全国における取組事例の調査結果でありますとか、

3 月に開催をいたしました市民の皆様との座談会に

おいて伺ったご意見などを参考にしながら、既存の

施設等を活用した下宿運営や希望する一般家庭での

ホームステイなど、具体的な受入体制の検討を進め

ているところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  いろいろと検討されていることと

いうことで、ご返答ありがとうございます。 

 今年2月の広報ゆうばりの中に、市外からの生徒

の受入れについてご協力いただける方を探していま

すという内容のプリントを周知されましたが、保護

者からは、聞いていなかったので驚いた。市民から

も協力したくても不安のほうが強いといった声も聞

かれています。その後、企画された座談会では、興

味のある方々が参加して必要な課題が出されたこと

は存じております。その中でも出されましたが、不

安を払拭するためにも、受入側も利用する生徒側も

相談ができる地域での調整役が一番必要になると考

えます。地域と高校の全体を把握するための地域プ

ロジェクトマネージャーのほかに、実際の受入現場

の環境を整える役割を持つコーディネーターのよう

な人材を今後配置することは検討しているのかを伺

います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の再質問にお答え

いたします。 

 ただいま再質問にございました地域での調整役と

いうことでのコーディネーターのような存在という

ことでございますが、市民の皆様との座談会におき

ましても、受入環境全体、これを専門とするコーデ

ィネーターが必要とのご意見をいただいているとこ

ろでございますので、今後、受入環境の状況に応じ

まして必要性を検討して参りたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ありがとうございます。 

 手探り状態ではあるとは思いますが、地域一丸と

なって高校生を育てていくということであれば地域

の方々の理解が欠かせません。夕張は、役に立ちた

いと思ってくださる一山一家の精神を持った方が多

いすばらしい地域だと思いますが、厚意に甘えるの

ではなく、厚意を生かしていける丁寧なシステムづ
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くりが必要です。持続可能な方法を考えるために、

これからも地域との意見交換の場を設定していただ

きたいと思います。 

 では、次に要旨の2点目に、夕張の環境を生かし

た独自のカリキュラムについて伺います。 

 市長の所信表明において、総合的な探求の時間に

おける夕張の歴史風土と環境を生かした独自のカリ

キュラムづくりを進めているとありますが、具体的

にどのような内容を想定しているのか伺います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の夕張の歴史風土

と環境を生かした独自のカリキュラムづくりに関す

るご質問にお答えをいたします。 

 昨年度から、夕張高校校長、教育長、私で夕張高

校の魅力化を進めるに当たりましての基本的な方針

や目的を明確にするために、夕張高校魅力化プロジ

ェクトビジョン、こちらを定めまして、その達成に

向けて夕張高校、小・中学校、ＰＴＡ、地域振興課、

教育委員会の実務者で構成する戦略検討会議を設置

し、人材育成のための魅力的なカリキュラムづくり

を進めてきているところでございます。 

 具体的には、あのビジョンの中でも盛り込んで参

りましたけれども、夕張はかつて石炭で日本を支え

たまちでございます。しかしながら、現在、日本の

中でも課題先進地域と呼ばれておるわけでございま

して、マイナス面がクローズアップされている、そ

のような面も考えられるわけでございます。 

 その夕張市が様々な社会課題を最新のＩＣＴ技術

や既存の枠組みにとらわれない政策で解決する。こ

のことで課題を解決する課題解決の先進地域に変貌

をし、日本を支える様々な人材を育て、日本を動か

すエネルギーとして輩出するという独自のビジョン

を掲げまして、夕張高校卒業までに身につけてほし

い学力の3要素として、ふるさとに誇りを持ち挑戦

を完遂するチャレンジ・モア・スピリットや一山一

家の精神で協働して前へ進む協働力、こうしたもの

を定めまして、カリキュラムに組み入れるため、そ

の具体的な内容と習得する手法について、現在、戦

略検討会議で検討を積み重ねているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ありがとうございます。 

 課題先進地域として、石炭のエネルギーから人材

をエネルギーとして日本に輩出するという壮大なビ

ジョンであることが分かりました。市内外両方の中

学生から多く選んでもらうためには、夕張独自の魅

力を分かりやすく発信することが必要です。魅力と

は夢のあるものであり、進学先を決めるに当たって

は、子どもがなりたいもの、やりたいことができる

環境を選んでいると考えます。我が家でも、最初は

夕張高校を目指していた子どもが、どうしても酪農

に興味があるということで、今年の春に岩見沢農業

高校へ進学しました。そういった意味でも、課題を

解決したいと進学を決める生徒が実際にいるのかど

うか疑問にも思います。夕張高校で夕張の歴史と課

題を学ぶことはもちろん大切ですが、夕張にはメロ

ンやスキーといった分かりやすく明るいコンテンツ

があります。それを魅力化の中心に据えるお考えは

ないのか、市長のご所見を伺います。 

●議長 大山修二君  答弁調整のため、暫時休憩

いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

   午後６時５０分 休憩 

   午後６時５０分 再開 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  会議を再開いたします。 

 厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の再質問にお答え

をいたします。 

 先ほど質問に対する答弁の中で、ビジョンを含め

て壮大だというふうにお話をいただくような内容で

はございますが、簡単に表現しますと、やはり複雑

混沌とした社会に生徒さんを送り出すということを

考えますと、やはりその社会の中でしっかりと自分
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の力を発揮し、また、困難にも背中を向けることな

く、やはり自分から解決をしていきながら前に進ん

でいく、そういった力をぜひ携えていただきたいと

いう思いがあるわけでございます。 

 その中で、先ほど、例えば身近なコンテンツで夕

張であればメロン、あるいはスキーというお話がご

ざいましたけれども、現在、戦略検討会議の中で検

討を進めていく中で、そういったものがどのように

有効に活用できるか、あるいは、今回の高校魅力化

のメニューとしては、別なところでそういったもの

を活用していくかなども含めて、今後の検討になっ

ていこうかと思いますので、現段階での明言はでき

ないということでご了解をいただきたいと思います。 

 以上でございます 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ありがとうございます。 

 市内の保護者からは、もう高校がなくなってから

のことを考えてほしいという切実な意見も聞かれて

います。市の取組と保護者との温度差があることを

真摯に考えるときが来ています。現在の夕張市と高

校の取組として、市長や教育長による特別授業や市

役所の業務体験など、また、メロンハウス作りなど

もありますが、夕張から学ぶ機会はほかにはない特

色です。生徒にも地域にも分かりやすく有効なカリ

キュラムで生徒数が増え、高校が存続されることを

願います。 

 それでは、要旨の3点目に移ります。 

 部活動について伺います。 

 地域の自然を生かしたスキー部の創設が保護者か

ら求められており、今ある資源を有効に活用した夕

張ならではの魅力であると同時に、市内外からの生

徒を呼び込むための大きな特色になると考えますが、

現実の可能性について伺います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の部活動に関する

ご質問についてお答えをいたします。 

 高校の部活動でございますが、創設されるために

は、生徒の要望などによりまして高校の判断におい

て創設されるものでございます。市といたしまして

は、生徒や保護者からのニーズが高まってきた際に

は、必要に応じて高校に要請をしますとともに、部

が創設された場合については、挑戦する生徒を応援

するチャレンジ補助などによる支援について検討し

て参りたい、そのように考えております。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  前向きなご検討をありがとうござ

います。 

 保護者からの情報を受けまして、市内のスキー指

導者久慈先生に聞き取りをしましたところ、9 年前

は夕張高校にスキー同好会を創設し、道立であって

も高校の裁量で公欠扱いとなり大会などで活躍でき

たそうです。6年前から活動ができなくなり、今年、

中学 3 年になる生徒が 4 名いることから、2 月に市

長と教育長への申入れを行ったそうです。道立高校

のルールからスキー同好会を再開するのは難しいと

の判断だったとのお話をお聞きしました。 

 現在、北海道の公立校では遠軽高校がスキー同好

会を学校長裁量で認め各大会に参加しているそうで

す。先ほどのご答弁では補助も受けられるというこ

と、大変保護者の方も喜ぶと思います。 

 先にお話しした4名の中学3年生ですが、夕張高

校のスキー同好会が難しいというお話の後、4名中3

名が夕張高校を諦め市外への進学を決めたそうです。

今年度もスキーで好成績を収めた貴重な人材が夕張

高校に残れない現状がありました。先生も、このよ

うな状態なら今後の夕張での活動も考えなければな

らないと話されていました。市外からの生徒を呼び

込む前に、市内の生徒を逃がさないということも念

頭に置くべきではないでしょうか。スキー場が近く、

優秀な指導者がいる夕張の環境を生かして、ぜひ生

徒の成長を一丸となって応援していく体制を整えて

いただきたいと思います。 

 では、要旨の4点目に入ります。 
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 夕張高校の給食の実施について伺います。 

 秋田の公立高校では、数年前から検討を重ね、少

子化で小・中学生が減り給食センターに余力ができ

たために、2022 年の夏に実施を判断したそうです。

メニューは、牛乳がない以外は中学校と同じで、一

食250円、希望者に提供しています。宮城県の公立

高校でも、昨年からおかずだけの給食も始まってい

ます。北海道では、足寄町、大樹町、剣淵町、弟子

屈町などが実践しています。高校給食の実施は、高

校魅力化対策の魅力化事業の一環として、昼食の心

配をしなくて済むということをメリットに、生徒を

増やすことにつなげていけるのではないかと考えま

す。これからの全国募集を踏まえた措置としての市

長のご所見を伺います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の高校魅力化事業

の一環での高校給食の実施に関するご質問について

お答えをいたします。 

 夕張市は、高校魅力化事業の一環といたしまして、

チャレンジ補助や公設塾の設置など、保護者負担の

軽減や生徒の挑戦を応援する取組を進めてございま

す。また、令和6年度から市外生徒受入れを目指し

て、現在、夕張ならではの魅力的なカリキュラムづ

くりとともに、受入れのための仕組みづくりを検討

しております。今後も地元の生徒だけではなく、市

外の生徒も行きたくなる、その保護者も行かせたく

なる魅力ある高校づくりに向けて、ご提案をいただ

きました高校での給食について、ほかの市町村の取

組状況、衛生面での関係法の解消策、それから、北

海道教育委員会の見解、事業費などについて情報収

集をするとともに、市民の皆様のご意見もお聞きし

ながら、当市としてどのような取組が可能か、研究

をして参ります。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ご答弁ありがとうございます。 

 実施されている高校では、弁当を作る保護者の負

担軽減にもなり、地元食材の活用で農家の応援にも

つながるとし、また、給食があることでほかの高校

との差別化もでき募集に効果があるとあります。給

食センターと共同調理場の違いや、人員など、夕張

では難しいということであれば、市内の配食業者を

斡旋し、希望者には半額補助を行うなどの方法も考

えられると思いますが、いかがでしょうか。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  櫻井議員の再質問について

お答えをいたします。 

 先ほど答弁をさせていただいた内容と重複をいた

しますけれども、今後、当市としてどのような取組

が可能かということにつきまして、ただいまお話の

ありましたことも当然含まれると思いますので、そ

ういった対応が可能なものかどうか、あるいはそれ

を実施するか否かということについても、今後、研

究をさせていただきます。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 櫻井議員。 

●櫻井 暁君  ありがとうございます。 

 保護者には毎日のことですので、検討を重ねて近

い将来実現することができましたら、ここも大きな

魅力につながると考えます。ぜひ夕張市全体の思い

を一つにして、夕張高校の子どもが行きたい場所に

する、保護者が行かせたい場所にする、そこで育つ

子どもたちを全力で応援する覚悟と危機感を持って

対応することを強く求めまして、以上で私の質問を

終わります。ありがとうございました。 

●議長 大山修二君  以上で、櫻井議員の質問を

終わります。 

 次に、工藤議員の質問を許します。 

 工藤議員。 

●工藤政則君（登壇）  このたび市議会議員選挙

におきまして、無投票ではありますが、市議会議員

を拝命いたしました。1期目ではありますが、議会の

一員として精進をさせていただくつもりで考えてお

りますので、どうぞよろしくお願いしたいと思いま
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す。 

 また、厚谷市長におかれましても、さきの選挙に

おいて、市民の負託を得て2期目として市政に取り

組まれる。このことに対しましては敬意を表し、ま

た、夕張再生のためにご尽力いただくことを切に期

待をさせていただいておるところでございます。 

 本日、私は、通告に従い、さきの所信表明の中に

地域経済を支える基幹産業と位置づけられている農

業振興政策について質問をさせていただきます。 

 まず、1点目ですが、夕張メロン農家の担い手確保

について。 

 市長は、所信表明で農業を基幹産業と位置づけ、

夕張メロンを基幹品目とされていますが、農業担い

手の確保策をこれまでも実施し、今後も生産者、農

業関係機関と三位一体となり担い手の確保に努める

とされています。 

 夕張メロン組合の組合員は、この10年間で131名

から98名、25％の減少。基幹的農業従事者について

は、直近2回の農林業センサスによりますと、360名

から 313 名へと 13％の減少、40 代以下に限っては

132名から113名に14％の減少、こういったことが

続いているのが現状であります。 

 そこで、これまでの施策の進捗状況を伺い、併せ

て取り組もうとされている確実性の高い施策につい

て、どのように三位一体の協議を進めていこうと考

えておられるのか、市長のお考えを伺いたいと思い

ます。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  工藤議員の夕張メロン農家

の担い手確保に関するご質問にお答えをいたします。 

 担い手確保に対する対応といたしまして、これま

で農業サポーターや外国人技能実習生などの受入れ

と住環境の整備を推進し、これまで延べ21名の農業

サポーターを受け入れるとともに、市営住宅の目的

外使用などによりまして受入れ環境の改善を図って

参ったところでございます。 

 農業サポーターにつきましては、応募人数は多い

ものの採用者は少なく、早期に離職される場合もあ

りますことから、今後とも引き続き担い手を安定的

に確保できるよう努めて参ります。 

 また、三位一体の協議につきましては、市や農業

関係機関で構成されます夕張市農業振興協議会に定

期的な情報交換ができる場として、新たな部会の設

立に向けて検討をしているところでございます。市

といたしましては、生産者や農業関係機関の皆様と

活発な議論を重ね、現場の意見に基づいた、より可

能性の高い、より確実性の高い施策に取り組んで参

ります。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 工藤議員。 

●工藤政則君  農業サポーターの制度、これまで

されてきている中で、非常に現場としても助かって

いるという声と、まだまだ非常に使いづらい、また、

今後に向けても非常に定着率の悪さであるとか、そ

ういったことの中での課題、そういったものが非常

に聞こえてきているのが現状かなということで、こ

の制度についても始まって4年、そういう中で、こ

れからもっともっとしっかりした制度になっていけ

ばいいのかなというふうに思っておりますので、そ

の辺のところを市長のリーダーシップを発揮してい

ただいて、よりよい制度になっていくように、制度

の拡充、また、いろいろな多方面から募集がかけら

れるような状況づくりといったものに検討を進めて

いただきたいと思います。 

 また、振興協議会の中に新たな部会の設置という

ふうに建設的なご意見をいただきました。このこと

については、非常に行政と関係団体とが定期的に密

接に協議をして、今後の農業政策というものを現場

の声としてつなげていく、つないでいく場になろう

かなというふうに思いますので、その辺のところを

ぜひともしっかりと前に進めるように、今後の進捗

に期待をさせていただきたいと思って、私から次の

質問に移らせていただきたいと思います。 

 今ほどありましたけれども、農業従事者の住宅整

備についての質問をさせていただきたいと思います。 



令和 5年 2定 2日目 

 

－44－ 

 

 これまでも農業サポーターの全国募集や住宅の確

保を実施してこられておりますが、農業従事者も市

内在住の方から、近隣の自治体から通勤されている

方、また、遠く全国より夕張に滞在をして働いてこ

られる方、そのほかにも、さらには技能実習生1号、

2号、特定活動、特定技能派遣型という方など、外国

人だけでも今現在5か国から53名、所在地や国籍、

性別、宗教も多様化する中で、住環境も様々なニー

ズに応えることが必要であるかなというふうに考え

ます。今現在、市営住宅の目的外使用も行われてお

りますが、この現状についてと、また今後の方向性

について市長のお考えを伺いたいと思います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  工藤議員の農業従事者の住

居整備に関するご質問にお答えをいたします。 

 市営住宅の目的外使用の制度につきましては、本

来の入居者の入居を阻害しない範囲で短期滞在でき

る住宅として活用し、労働力の確保などを図ること

を目的とするものとなります。現在、市営住宅のう

ち4団地、14戸がこの制度を活用するために必要と

なる国の承認を受け目的外使用の対象となってござ

います。また、農業サポーターや外国人技能実習生

などの農業従事者を市外から受け入れるためには、

生活の拠点となる住宅の確保が重要となります。市

といたしましては、市営住宅の目的外使用の制度な

どを最大限に活用しながら、市内における住宅確保

に向けて努力をして参りたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 工藤議員。 

●工藤政則君  今現在そういう形でされている状

況の中で、非常にそう言いながら、なかなか使いで

が悪かったり、なかなか使う側のニーズに応えられ

ていないということであったり、あと市営住宅その

ものの老朽化の問題、そういったことがやはり今現

在利用されている方から非常に寄せられている声な

のかなというふうに思っております。その辺のとこ

ろで、非常に大変そういったことを拡充していくと

いうことは簡単なことではないとは思いますけれど

も、ぜひともそのことを最大限努力をいただき進め

ていただきたいというふうに思っておりますし、ま

た、市営住宅の問題にとどまらず、もうちょっと幅

の広い形でも、今後、農業地域に近いようなところ

での住宅の確保、整備、そういったことができるよ

うなことも視野に入れていただくこともお願いを申

し上げて、私からの2番目の質問を終わらせていた

だきたいと思います。 

 それでは、3番目の質問に入らせていただきます。 

 農業政策の執行体制についての質問をさせていた

だきたいと思います。 

 市長は、農業が本市の基幹産業だというふうに考

えておられると。その中で、農業政策を推進する執

行体制、地域振興課農林係がその中心になるかなと

いうふうに思いますが、この現状と、課長、主幹が

今現在、国や道からの派遣職員に頼らなければなら

ないというこの現状の中でのプロパー職員の育成に

ついて、市長はどのようにお考えなのか、お考えを

お伺いしたいと思います。 

●議長 大山修二君  厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  工藤議員の農業政策の執行

体制に関するご質問にお答えをいたします。 

 工藤議員ご指摘のとおり、農業振興を支える立場

の本市農林係の職員体制でございますが、プロパー

職員3名のほか、担当主幹、課長とも、北海道及び

総務省からの派遣職員を充てております。財政再建

を進めるため、限られた職員で行政を運営する必要

がある本市の事情に鑑みても、なお責任ある役職に

長期間プロパー職員を据えることができていないこ

とについては、将来を見据えた農業政策を進める上

で改善すべき点だと私も考えております。 

 一方で、この間、北海道の視点、オール日本の視

点という幅広の視点を派遣いただいている職員から

本市の農業分野に還元することができたというプラ

スの面もあると考えております。 

 プロパー職員につきましては、各種研修の実施や

配置替えによりシェアの拡大を図るなど、鋭意実施
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をしているところでございまして、財政再建後を見

据え、一歩ずつではありますがプロパー職員の育成

に努め、可能な限り早期に育成したプロパー職員を

責任ある役職に配置すべく検討をして参ります。 

 以上でございます。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 工藤議員。 

●工藤政則君  大変私たちも、やはり今現在の体

制では非常に地域振興課という課自体が非常に幅の

広い課となっていまして、この地域振興課が統括を

行っている業務の中での農林の位置づけというもの

がまだまだ夕張市の中ではそんなに大きな形になっ

ていないのではないかと、そういったふうに捉える

市民の方も非常に多いのかなというふうに思ってお

ります。 

 ぜひともその辺のところで、市長のほうから地域

振興課の今後の機構改革を含めてのこの範囲等の問

題、農林を独立させるのか、産業の部分を独立させ

るのか、そういったことであるかとか、また、農林

係の部分については、どういう形で育成をされてい

くのかというよりも、育成の中で人数の拡充といっ

たものを考えておられるのかどうか、その辺のとこ

ろについても市長のお考えを伺いたいと思います。 

●議長 大山修二君  答弁調整のため、暫時休憩

いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

   午後７時１６分 休憩 

   午後７時１８分 再開 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  会議を再開いたします。 

 厚谷市長。 

●市長 厚谷 司君  工藤議員の再質問について

お答えをいたします。 

 機構改正も含めた、いわゆる農業振興に当たる職

員の今後の体制について、現段階での私の考えとい

うことでございますけれども、議員にもご承知をい

ただいておりますとおり、今、まだ財政再建中とい

う中でいけば、職員定数の確保というものもルール

に従った上で行っておるというところでございまし

て、昨日の所信表明の中でも述べさせていただきま

したが、昨今、多様化する業務の内容等も含めて、

現在の職員数でも充足しているとは言えないという

状況の中で、今、職員には頑張っていただいており

ます。 

 そのような状況でございますが、先ほど質問がご

ざいました基幹産業をどういう形で支えていくかと

いうことについては、今後も引き続き研究をさせて

いただき、現在の職員定数の中でどのような配置が

可能かということについては常に考えて参りたいと、

そのように考えております。 

 それと同時に、やはり人材育成という観点で申し

上げれば、デスクワークだけができればよいという

ことでは決してないと思いますし、これまでも1人

当たりに課せられている業務というのが非常に多い

ということもありまして、やはり現場、フィールド

に出ていく時間というのも限られていた部分がある

のではないかというふうに考えるところでございま

す。 

 やはり工藤議員からの再質問にもございました農

業関係機関、あるいは生産者の皆さん、それと私ど

も行政、ここが一体になっていくということは、日

常的な現場に足を運ぶということも含めた関係構築

というのが大事になってくると思いますので、そう

いったところも少しでも多く実現できるように、ど

のように対応すればよいかということを検討をさせ

ていただきたいと考えております。 

●議長 大山修二君  再質問、ありませんか。 

 工藤議員。 

●工藤政則君  ありがとうございます。 

 大変今できる中での精いっぱいを市長にお答えい

ただいたのかなというふうに考えております。その

中で、農業政策、農業振興ということは非常に大き

な課題であるし、非常に重要なことであるというふ

うに市も認識していただいているということだと思

っておりますので、その辺のところ、今、私のほう

からは農業執行体制ということで質問をさせていた
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だきましたが、当然、市の職員の皆さん、それぞれ

一生懸命少ない人数の中で頑張られていると思って

おりますし、また、先ほどの質問の中でもさせてい

ただきましたけれども、課長、主幹が応援をいただ

いている、派遣をしてきていただいている職員であ

ると。そういったところでは、大変この16年間も非

常にありがたかったことですし、また、この先も当

面はそういう形でお願いをしていかなければならな

いでしょうし、それをまたスムーズな形で4年後以

降、きちんとプロパーの職員に育っていただいて、

新しい夕張市の執行体制ができるということを私も

願っておりますし、私もそのために努力をさせてい

ただきたいというふうに考えております。 

 そういう中では、本当に今年、来年のことのつも

りで私も質問させていただいておりませんので、こ

の 4 年間をかけて、4 年後に新たな夕張市の姿が見

えてくるように、その辺のところを考えた中で、こ

の辺の体制づくりというものも、市長に先頭に立っ

ていただいて頑張っていただきたい。そういうこと

を申し上げさせていただいて、私からの質問に代え

させていただきたいと思います。 

●議長 大山修二君  以上で、工藤議員の質問を

終わります。 

 以上で、通告されました質問は全て終了いたしま

したので、日程第1、一般質問はこれをもって終結い

たします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 大山修二君  以上で、本日の日程は全て

終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

   午後７時２３分 散会 
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